
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しょくいくだより 令和 7 年６月 

京田辺市学校給食委員会 

6月
がつ

4日
か

～10日
か

は、「歯
は

と口
くち

の健
けん

康
こう

週
しゅう

間
かん

」です。歯
は

と口
くち

の健
けん

康
こう

を守
まも

ることは、食
しょく

事
じ

をする

ために、とても大
たい

切
せつ

なことです。この週
しゅう

間
かん

をきっかけに、歯
は

と口
くち

の健
けん

康
こう

について考
かんが

えてみ

ましょう。 

味
あじ

は、舌
した

にある「味
み

らい」という味
あじ

を感
かん

じる場
ば

所
しょ

を刺
し

激
げき

して、脳
のう

に伝
つた

わることで感
かん

じます。かめばかむほど、味
あじ

を感
かん

じやすく

なります
 

。 

脳
のう

が「おなかがいっ

ぱい」と感
かん

じて、食
た

べ

すぎを防
ふせ

ぎます。 

給
きゅう

食
しょく

では、月
つき

に１回
かい

「い

い歯
は

の日
ひ

」と題
だい

して、かみご

たえのある食
た

べものを使
つか

った

料
りょう

理
り

が登
とう

場
じょう

します。この日
ひ

は特
とく

に、よくかんで、味
あじ

わっ

ていた
 

だきましょう
 

！ 

レッツ！ しょくいクイズ 

きれいに手
て

を洗
あら

った後
あと

は、手
て

を乾
かわ

かすことが大
たい

切
せつ

です。手
て

を乾
かわ

かす方
ほう

法
ほう

としてあって

いるのは、次
つぎ

のうちどれでしょうか。 

 

① 手
て

をしっかりふって、水
みず

をとばす。 

② きれいなハンカチで、手
て

をふく。 

③ 着
き

ている服
ふく

で、手
て

をふく。 

 

【こたえ】②きれいなハンカチで、手
て

をふく。 

 着
き

ている服
ふく

で手
て

をふくと、服
ふく

の汚
よご

れが手
て

についてしまいます。しっかりと手
て

を乾
かわ

かす

ために、きれいなハンカチで手
て

をふきましょう。また、ハンカチは貸
か

し借
か

りせずに、自
じ

分
ぶん

のものを使
つか

いましょう。 

消
しょう

化
か

・吸
きゅう

収
しゅう

を助
たす

ける むし歯
ば

予
よ

防
ぼう

 脳
のう

の働
はたら

きがよくなる 肥
ひ

満
まん

予
よ

防
ぼう

 

あごの筋
きん

肉
にく

を動
うご

かす

ことで、脳
のう

の血
ち

のめ

ぐりがよくなり、脳
のう

の 働
はたら

きをよくしま

す
 

。 

だ液
えき

（つば）がたく

さん出
で

て、食
た

べもの

を栄
えい

養
よう

として 体
からだ

に

とり入
い

れやすくしま

す
 

。 

かむことによって出
で

るだ液
えき

（つば）の働
はたら

きで、むし歯
ば

を予
よ

防
ぼう

します
 

。 

味
み

らい 

脳
のう

 

食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

に      しましょう！ 

ちゅう い 

手
て

はいろいろなものにふれるので、手
て

についた細
さい

菌
きん

やウイルスが手
て

から食
た

べものへ、また、

手
て

からほかの人
ひと

へ知
し

らないうちに移
い

動
どう

する危
き

険
けん

があります。そのため、石
せっ

けんを使
つか

ってしっ

かりと手
て

を洗
あら

い、手
て

のよごれを落
お

として、食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

にかからないようにしましょう。 

指
ゆび

と指
ゆび

の間
あいだ

や親
おや

指
ゆび

、指
ゆび

先
さき

、手
て

首
くび

などは、手
て

洗
あら

いをしたときに、洗
あら

い

残
のこ

しが多
おお

くなりやすいところです。特
とく

に注
ちゅう

意
い

して洗
あら

いましょう。 

指
ゆび

と指
ゆび

の間
あいだ

 親
おや

指
ゆび

 指
ゆび

先
さき

 手
て

首
くび

 


